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背景は、平成26年4月から



エネルギー消費量だけでなく、
年間の予想光熱費も
この、エネルギーパスで、
計算できます！

建物の省エネ性能検討ツールのひとつとして、
「エネルギーパス」が採用される。



この制度によって、
長野県の住宅の省エネ基準適合率は、

どれくらいにアップしたのか？

狙いは、新築住宅建築時の省エネ性能向上



まずは全国平均から





では長野県は？







新築 → 中古

特に中古住宅流通時にチェックをしてもらおう！
インスペクション時に使えないか？？

ということで、ざっくり入力とざっくり評価システム

新築については、一定の効果があり！

次は中古住宅市場



とにかく簡単に入力できる！

入力：３−４時間 入力：１０ー１５分

VS.



【診断書】



事業の流れ（イメージ）



事業の流れ（イメージ）





【総合判定】

概算でUa値を計算。

【性能判定】
SS・・・HEAT G2レベル
S・・・HEAT G1レベル
A・・・省エネ基準レベル
B・・・基準の１.２５倍悪い
C・・・基準の１.５倍悪い
D・・・基準の２倍悪い

【物件情報】

住所、建築年、断熱性能
などの物件情報を掲載



【この建物の燃費性能】

FF暖房機もしくはエアコンどちらかの想定で年間の冷暖房費を概算算出。
（給湯、照明、調理などのエネルギー消費は含まない）

【この建物の熱損失】

外壁、天井、床、窓、換気の５つの熱損失を割合で表示。
熱損失が大きい上位３つの部位を特記して、省エネリフォーム対策の
優先順位をユーザーにもわかりやすくしている。



【断熱改修の目安】

窓改修、窓と天井の改修、窓と外壁と天井と床の全改修の３パターンで、
それぞれの改修をした場合の概算予算と年間冷暖房費用を表示。

これにより概算の費用対効果をユーザーに理解してもらう。

【ノンエナジーベネフィット】

改修による費用対効果は低いが、それ以外のベネフィット「健康効果」などの
解説を裏面で解説している。
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